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吉川会長あいさつ                    進行：水口 

 

１）男女共同参画推進事業 

７月５日（日）鶴瀬公民館において、声優の佐久間レイ氏を招いて『子

ども シゴト 自分～心しなやかに自分らしく～』と題して講演会を開

催し、好評を得たこと。 

２）男女共同参画プラン（第３次）見直しに関する提言書 

７月２１日（火）吉川会長と大沢副会長から市長へ直接、提出したこと。

また、パブリックコメントを実施するにあたり、政策会議において審議

し二点の指摘事項があったこと。 

３) パブリックコメントの実施 

  男女共同参画プラン（第３次）見直し（案）について、広報ふじみ８月

号の『男女共同参画ひろば いっぽいっぽ』のページに掲載し、パブリ

ックコメントの実施の周知を図ったこと。パブリックコメントで出され

た意見は、次回の確立協議会で報告する。 
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 ＜平成２６年度進捗状況調査について＞ 

委員長 順番を入れ替えて主要課題６と７を先行して協議し、その後に主

要課題１～５を行う。 

○主要課題６ 女性に対する暴力のないまちづくり 

事務局 人権・市民相談課では、平成２５年１１月からNPO団体に委託し

DV相談事業を始めた。それにおいての平成２６年度の相談件数は

１９件ではあるが、当課で、電話相談、来庁相談等を行った数は

４００件を超えている。見えないところで DV 被害は増加してい

る。 

委員長 プランＮＯ，８８は、庁内各課の DV 被害者支援についての取り

組みだが、達成度が各課によって４もしくは５となっており、ば

らつきがある。特に健康増進センターは３をつけており、高い意

識が必要な部分に課題があるのか。 

 事務局 配偶者暴力被害者支援庁内連絡会議を開催し、一体的な支援体制

を強化しており、どの担当の意識も高いので問題はない。健康増

進センターについては、確認する。 

○主要課題７ 市民との協働による男女共同参画の推進 

委員長 ＮＯ，９０では、今後の取り組みに女性の防犯パトロールへのさ

らなる参加としているが、それは参画である。また、平成２６年

度の取り組みで、防犯パトロールは健康面への配慮もあり女性の

参加も増えているとあるが、健康面への配慮とはどんなことなの

か。 

委 員 防犯活動の多くは男性が取り組んでいると思われるが、防犯灯や

不審者の出没など危険の予測は、女性の目線が必要である。必ず

女性を加えるなど、グループの作り方に工夫をして取り組むこと

が大切である。 

委 員 防犯パトロールと健康面の配慮の関係とは、防犯ベストと帽子を

かぶってウォーキングするという活動に取り組む人がいることか

らだと思う。 

委員長 ＮＯ，９４・９６は、人権市民相談課の達成度が３であるが課題

は何か。 

事務局 ＮＯ，９４の男女共同参画プラン（第３次）の推進は、市の施策

計画との整合性をはかるっていることから４に改める。また、Ｎ

Ｏ，９６の男女共同参画の推進活動拠点の整備であるが、例えば

男女共同参画センターや配偶者暴力排除センターの設置が考えら

れるが、ハード、ソフト両面においてハードルが高い。 

委 員 ピアザふじみのような施設の中に、男女共同参画ミニコーナーな

どをおくのも良いと思う。 

委員長 ＮＯ，９５では、実施内容、ＮＯ，９９ではプランの名称を記載



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

してほしい。また、会議の効率化と表記してあるがどのようなこ

となのか。ＮＯ，１０１に連携・協力とあるが、二市一町で男女

共同参画の情報交換や会議は行っていないのか。 

 事務局 会議の効率化とは、事前に会議資料を送付しお目通しを依頼する

ことである。また男女共同参画関係は、行っていない。 

 専門員 例えば、ＷＩＴＨ ＹＯＵさいたまでは、職員研修を行っている

が、その際のグループ作りは市町村職員同士が情報交換しやすい

ように配慮している。そのようなことも含めるとよいと思う。 

○主要課題１ 男女の人権が尊重される意識づくり 

 委員長 ＮＯ，１は人権意識の啓発の施策であるが、ふじみ野交流センタ

ーの子育て支援事業はこの分野になじまない。 

 事務局 削除する。 

委員長 ＮＯ，８は、誤解を防ぐため、平成○年度実施予定という文言を

記載したほうが良い。また１０・１１の児童生徒の学校で使用す

る名簿について達成度が、前回より下がっているのはなぜか。 

 事務局 担当課に確認する。 

 委員長 ＮＯ，１４の生涯学習課は、取り組んだことがあれば記載してほ

しい。水谷公民館の子育て学習支援事業は、前回より達成度が低

いことと、お母さんたちのチャットルームを廃止または見直しを

する理由は何か。 

 事務局 水谷公民館に確認する。 

専門員 ふじみ野交流センターで行っている「初めてのキャラクター弁当」

の講座は、お母さんだけではなく、誰でもが参加できる仕組みに

なっているか。また、そのような現場では、性別による役割を決

めつけてはいないだろうか。決めつけた場合、次世代を担う子ど

もにもその意識を植え付けることになる。 

○主要課題２ 政策・方針等の立案・決定への男女共同参画の実現 

 事務局 ＮＯ，１６は、市政に携わる女性の社会参画を進めるセミナーの

開催となっているが、検討中であるため達成度は『２』とする。 

 委 員 ＮＯ，１９の市役所の管理職への女性登用では、人数ではなく登

用率で標記したほうがわかりやすい。 

○主要課題３ 国際社会の一員としての国際協調 

 委 員 ＮＯ，２０の英語指導助手の派遣状況は、実際に年間に派遣した 

回数は何回か。複数回派遣したほうが、児童生徒が理解できる。 

事務局 学校教育課に確認する。また、ＮＯ，２１の国際交流フォーラム

では、ふじみ野交流センターからキラリふじみのマルチホールに

変更したため、会場が階段のないフラットな環境となり、ベビー

カーなどが楽に移動できることから保育には取り組まなかった。 

委 員 ＮＯ，２４の外国籍市民生活相談は、実際の相談件数を記載した



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回会議 

 

 

閉   会 

 

ほうがわかりやすい。 

 委員長 ＮＯ，２７では、ポジティブアクションの取り組みが低いようで

ある。 

 専門員 県では、県民向け講座があり、職員も参加できる。県から、行政

にチラシを配布しているので、審議会委員や地域に配布したり、

ホームページに掲載したりなど利用してほしい。その際は、誰も

が見られるような配慮が必要である。 

 委 員 ＮＯ，５７学校教育課の就学援助金についての達成度が５から３

になっているのはなぜか。 

 事務局 担当課に確認する。 

 委員長 本日はここまでとする。 

 

 事務局 次回は、パブリックコメントで提出された意見を報告するため、

日程は改めて通知する（１０月上旬から中旬を予定）。 

 

大沢副会長あいさつ 

 

 

 


